



令和８年度

次世代計算科学グランドリーチプログラム

申請様式

（様式１）
次世代計算科学グランドリーチプログラム　応募申請書
	１．申請内容

	応募区分
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	
	○
	
	

	[bookmark: _Hlk491010673]課題名
	（申請する課題のタイトルを10～20字程度で記入してください）

	概要
	（申請する課題の取組内容・成果の予定について簡潔にまとめ、80～100字程度で記入してください。）

	代表機関
	機関名
	

	
	所在地
	〒


	
	申請者
	役職
	

	
	
	ふりがな
氏　名
	

	
	
	
	（申請者となる代表機関の長を記入してください。）

	
	研究開発
課題責任者
	ふりがな
氏　名
	
	年齢
	歳
※2026年4月1日現在

	
	
	
	
	
	

	
	
	所属部署名
	
	役職
	

	
	
	研究者番号
	（府省共通研究開発管理システム（e-Rad）より付与された８桁の研究者番号を記載してください。）

	
	
	連絡先
	Tel.

	
	
	
	E-mail：

	
	事務連絡
担当者
	ふりがな
氏　名
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	所属部署名
	
	役職
	

	
	
	連絡先
	Tel.

	
	
	
	E-mail ：

	実施予定期間
	令和　年　月から令和  年  月まで
※本事業の実施予定期間は、事業開始日（令和８年度中）から令和13年３月末まで（最大）とします。

	経費見込
（概算・間接経費を含む）
	令和８年度
	百万円
	令和９年度
	百万円

	
	令和10年度
	百万円
	令和11年度
	百万円

	
	令和12年度
	百万円
	合計
	百万円

	計算資源見込
	令和８年度
	ノード時間積
	令和９年度
	ノード時間積

	
	令和10年度
	ノード時間積
	令和11年度
	ノード時間積

	
	令和12年度
	ノード時間積
	合計
	ノード時間積


応募する課題に「○」を記入してください。

（様式１）－別紙１
	２．協力機関

	協力機関
	機関名
	


	
	所在地
	〒


	
	実施内容
	（協力内容について簡潔にまとめ、80～100字程度で記入してください。）

	
	協力機関
代表者
	ふりがな
氏　名
	

	
	
	
	（実施内容に責任を持つ代表参画者を記載してください。）

	
	
	所属部署名
	
	役職
	

	
	
	連絡先
	Tel.

	
	
	
	E-mail 

	協力機関
	機関名
	


	
	所在地
	〒


	
	実施内容
	

	
	協力機関
代表者
	ふりがな
氏　名
	

	
	
	
	

	
	
	所属部署名
	
	役職
	

	
	
	連絡先
	Tel.

	
	
	
	E-mail 



（全ての協力機関について記入してください。また、必要に応じて、ページや枠を追加して記載してください。）


（様式１）－別紙２
	３．連携機関

	連携機関
	機関名
	


	
	所在地
	〒


	
	連携・協力内容
	（連携内容について簡潔にまとめ、80～100字程度で記入してください。）

	
	連携機関
代表者
	ふりがな
氏　名
	

	
	
	
	（連携を行う代表参画者を記載してください。）

	
	
	所属部署名
	
	役職
	

	
	
	連絡先
	Tel.

	
	
	
	E-mail 

	連携機関
	機関名
	


	
	所在地
	〒


	
	連携・協力内容
	

	
	連携機関
代表者
	ふりがな
氏　名
	

	
	
	
	

	
	
	所属部署名
	
	役職
	

	
	
	連絡先
	Tel.

	
	
	
	E-mail 



（全ての連携機関について記入してください。また、必要に応じて、ページや枠を追加して記載してください。）



（様式１）－別紙３
	３．事業参加者（代表機関）

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	



（代表機関に所属し、本申請課題に参画する全ての研究者について記入してください。必要に応じてページを追加してください。）

（様式１）－別紙４
	４．事業参加者（協力機関）
	

	機関名
	
	

	ふりがな
氏　名
	
	

	
	
	

	所属部署名
	
	役職
	
	

	ふりがな
氏　名
	
	

	
	
	

	所属部署名
	
	役職
	
	

	ふりがな
氏　名
	
	

	
	
	

	所属部署名
	
	役職
	
	

	ふりがな
氏　名
	
	

	
	
	

	所属部署名
	
	役職
	
	

	ふりがな
氏　名
	
	

	
	
	

	所属部署名
	
	役職
	
	

	ふりがな
氏　名
	
	

	
	
	

	所属部署名
	
	役職
	
	

	ふりがな
氏　名
	
	

	
	
	

	所属部署名
	
	役職
	
	

	ふりがな
氏　名
	
	

	
	
	

	所属部署名
	
	役職
	
	

	ふりがな
氏　名
	
	

	
	
	

	所属部署名
	
	役職
	
	

	ふりがな
氏　名
	
	

	
	
	

	所属部署名
	
	役職
	
	



（協力機関に所属し、本申請課題に参画する全ての研究者について記入してください。必要に応じて、ページを追加して記入してください。）

（様式１）－別紙５
	４．事業参加者（連携機関）

	機関名
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	

	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所属部署名
	
	役職
	



（連携機関に所属し、本申請課題に参画する全ての研究者について記入してください。必要に応じて、ページを追加して記入してください。）

（様式２）
実施計画

※ページの多寡で評価することはありませんので、要点を端的かつ簡潔に記載するとともに、冗長にならないよう留意ください。
	１．申請課題名：

	（様式１に記載した「課題名」と同じ内容を入力してください。）

	２．実施内容

	（1） 実施目的及び概要
· 事業開始～終了までに、何を実現するかについて明確かつ具体的に記載してください。

（2） 研究開発内容
※原則として、（１）全体で３ページ以内にまとめてください。
（１）－１　概要
· 本プログラムにおいて実施する研究開発の内容について、簡潔に記載してください。

（１）－２　実施内容の詳細
· 本プログラムにおいて実施する研究開発の内容について、申請区分ごとに以下の観点を含めて具体的に記載してください。
（全区分共通）
· 演算部の多様化やシミュレーションとAIの融合といった新たな技術動向の導入
· 社会的・政策的見地からの意義
· 「富岳」等のスーパーコンピュータ利用することの適正性・必要性
（区分Ａ）
· 研究内容の新規性（ポスト富岳時代（2030年代）のエコシステムの中核となりえる世界最先端の研究開発）
· 既存システムや競合との競争優位性や差別化要因
· ポスト富岳時代の汎用的な計算資源や演算システムの想定に立った戦略や設計
（区分Ｂ）
· 研究内容の新規性（波及効果の高いプラットフォーム上での先端的研究開発（派生的開発））
· 基盤とするソフトウエア（アプリケーション）のエコシステムやプラットフォーム（開発環境）
· 研究開発を通じて創出される我が国への便益の見通し
（区分Ｃ）
· 本申請内容と密接に関連する他の競争的研究費制度等での採択・評価等にかかる最近の状況（当該課題の概要や狙い、当該課題に対する中間・事後評価の結果、本誌申請内容で取り組む内容との繋がり等）
· その他、本申請内容に応じて、上記の区分Ａ・Ｂにおける観点について記載


	（3） 
成果の普及（エコシステムの創出・連動）について
※原則として、（２）全体で３ページ以内にまとめてください。
（２）－１　概要
· 本プログラムにおいて実施する成果の普及に係る取組について、簡潔に記載してください。

（２）－２　実施内容の詳細
· 本プログラムにおいて実施する成果の普及に係る取組について、申請区分ごとに以下の観点を含めて具体的に記載してください。
（全区分共通）
· 目標とする成果物の国際コミュニティへの普及の見通し
· 幅広いユーザからの需要の高さ（蓋然性の確認のため、必要に応じて「ステークホルダー評価」に係る資料を別途ご提出ください（任意））
· 成果の普及に向けた積極的な成果報告や広報、国内外へのアウトリーチ活動の実施見込み
（区分Ａ）
· 成果物の普及・展開の計画（国外機関や産業界との連携、共同運営体制の構築等）
· 成果物の維持・管理・高度化に向けた計画（商業化やOSSとしてのコミュニティ運営、民間事業者への成果物の技術移転やスタートアップの創出等）
（区分Ｂ）
· 基盤とするソフトウエア（アプリケーション）エコシステムやプラットフォーム（開発環境）内での、
· 成果物の活用や更なる高度化に向けた計画
· 成果物の創出と普及を通じて創出される我が国への便益の想定
（区分Ｃ）
· 本申請内容と密接に関連する他の競争的研究費制度等での採択・評価等にかかる最近の状況（当該課題を通じた社会実装や成果展開、当該課題の支援終了後の道行き等）
· その他、本申請内容に応じて、上記の区分Ａ・Ｂにおける観点について記載


	（4） 実施体制及び人材育成について
※原則として、（３）全体で２ページ以内にまとめてください。
（３）－１　実施体制及び人材育成に関する取組の概要

· 実施体制の概略図を作成してください。
【作成例】
[image: ]











· 本プログラムにおいて実施する人材育成に係る取組について、簡潔に記載してください。

（３）－２　実施体制及び人材育成に関する取組の詳細

· 実施体制及び人材育成に関する取組について、以下の観点を含めて具体的に記載してください。
（全区分共通）
· 参加する機関の連携・協調、役割分担
· 参加者の専門的知識、ノウハウ、実績等
· 課題全体のマネジメント体制
· 若手や女性研究者の積極的な登用、新たな人材の参入、計画的な人材育成の実施見通し
（区分Ｃ）
· 計算資源利用以外に必要となる予算や人員等のリソースの確保の状況又は見通し（他の競争的研究費制度等の活用状況や予定等）



	（４）実施計画・成果指標の設定について
　
（5） －１　実施計画の概要
※原則として、１ページ以内にまとめてください。
· プログラム期間中の課題全体での実施計画について、マイルストーンの設定や実効性・実現可能性について触れつつ具体的に記載してください。
· 各機関ごとの年次計画については、様式３に記載してください。
· なお、令和11年度以降も研究開発を実施する計画の場合は、令和10年度中に中間評価を行い、令和11年度以降の課題継続可否を評価・判断することとなっていますので、その点に留意しつつ計画を作成してください。

（４）－２　成果指標の設定
※原則として、２ページ以内にまとめてください。
· 達成すべき目標や進捗状況を評価するための成果指標（KPI、アウトカム指標）及びモニタリング指標（アウトプット指標）を以下の３つの観点ごとに１つ以上設定してください（観点①及び②は全区分共通とし、観点③は区分Ａは必須です（他の区分でも推奨）。なお、これらに加えて、独自の観点や成果指標等を設定しても構いません）。
1 国際環境下での技術的意義や競争優位性の評価
2 国際環境下での普及に向けた評価
3 成果物の管理や事業化等に向けた評価
· 本プログラムの終了年度までの年度ごとにそれぞれ設定し、記載してください。
· 可能な限り、達成したか否かを「○」「×」で判断できる内容で設定してください。
· 成果指標の設定にあたっては、公募要領４．④に示した例を参照してください。



	（５）必要資源について
※原則として、（７）全体で１ページ内にまとめてください。

（５）－１　計算資源

· 事業開始～終了までの必要資源量と算出根拠を、年度ごとに記載してください。
· 採択された場合、令和８年度分の配分資源量は、記載された数値を参考として有識者会議での議論を踏まえ決定します。可能な限り正確に記載するようにしてください。
· 効率的な資源利用がなされるかも評価の対象となりますので、真に必要な計算資源量を記載するようにしてください。なお、申請可能な計算資源量の上限は、１年当たり70百万ノードです。


（５）－２　ストレージ資源

· 事業開始～終了までに必要となる「富岳」のストレージ資源量と算出根拠を、年度ごとに記載してください。
※ストレージ資源は「富岳」全体の利用状況等を踏まえた上での提供となりますため、採択を以って要求ストレージ資源量の確保を約束するものではない点、ご承知おきください。
本要求に関わらず、課題開始時に初期値5TBが割当てられます（採択後の申請で拡大可能）。

· HPCI共用ストレージの利用を併せて希望する場合は、必要ストレージ資源量と算出根拠を記載してください。



	（６）ワーク・ライフ・バランス等の推進について

· 該当する認定等がある場合は認定名を記載してください。また、申請書類に認定等を受けたことがわかる資料を添付してください。

（７）　データマネジメントに係る取組

· 「富岳」等から得られた計算結果等のデータのマネジメント方針について記載してください。
※代表機関・協力機関・連携機関それぞれでのデータの管理・保存の考え方や取組予定等
· 事業開始後は、公募要領１０．（18）「研究データマネジメントについて」を踏まえたデータマネジメントプランを課題ごとに作成いただく予定のため、それを踏まえて記載してください。
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（様式３）
年次計画
（実施計画に基づく年次計画を簡潔に記載してください。）

	内容・担当機関名
	令和８年度

	（実施内容について、項目ごとに簡単に記入してください。）

※例
・○○の実施
　（代表機関Ａ）
	項目ごとに、各年度における実施内容について簡単に記入してください。

	
	

	
	



	内容・担当機関名
	令和９年度

	
	

	
	

	
	




	内容・担当機関名
	令和10年度

	
	

	
	

	
	





	内容・担当機関名
	令和11年度

	
	

	
	

	
	





	内容・担当機関名
	令和12年度

	
	

	
	

	
	





（様式４）
所要経費（全体計画）
	所要経費

	

（単位：千円）

	直　接　経　費
	費目種別
	令和８年度
	令和９年度
	令和10年度
	令和11年度
	令和12年度
	計
	備考
（自己資金等）

	
	大項目
	中項目
	
	
	
	
	
	
	

	
	物品費
	設備備品費
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	消耗品費
	
	
	
	
	
	
	

	
	人件費
・謝金
	人件費
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	謝金
	
	
	
	
	
	
	

	
	旅費
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他
	研究開発委託費
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	調査等委託費
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	外注費
（雑役務費）
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	印刷製本費
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	会議費
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	通信運搬費
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	光熱水費
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	その他諸経費
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	間接経費
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	


（※）各項目ごとの金額は千円単位（千円未満は切り捨て）とし、原則として消費税込みで記入してください。
（その他の中項目は、公募要領を参考に記入してください。その際、必要に応じて、行を追加してください。）
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（様式４）－別紙１
所要経費（積算内訳）
（単位：千円）
	令和８年度

	費用種別
	支出金額
	積算根拠

	直接経費
	大項目
	中項目
	
	

	
	物品費
	設備備品費
	
	【例】○○を導入：△△千円

	
	
	消耗品費
	
	【例】○○：△△千円×□個

	
	人件費・謝金
	人件費
	
	【例】研究員：△△千円×□人、事務員：△△千円×□人

	
	
	謝金
	
	【例】○○に係る謝金：△△千円×□人

	
	旅費
	国内旅費
	
	【例】○○に参加：△△千円×□人

	
	
	国外旅費
	
	【例】○○に参加（国名）：△△千円×□人

	
	その他
	研究開発委託費
	
	※（様式４）－別紙２　に記載

	
	
	調査等委託費
	
	※（様式４）－別紙３　に記載

	
	
	外注費
（雑役務費）
	
	【例】○○の保守費：△△千円×□カ月分
※事業実施に必要な装置で、原則として本プログラムで購入した備品のメンテナンス・法定点検等に係る経費

	
	
	印刷製本費
	
	【例】○○の印刷：△△千円

	
	
	会議費
	
	【例】○○開催に係る会場借料：△△千円
※業務・事業の実施に直接必要な会議・シンポジウム等の費用が対象です。

	
	
	通信運搬費
	
	【例】インターネット使用料：△△千円

	
	
	光熱水料
	
	（業務・事業の実施に使用する機械装置等の運転等に要する電気、ガス及び水道等の経費を算入してください。）

	
	
	その他諸経費
	
	（借損料、事業に必要な保険料、ライセンス料、学会参加費等）

	間接経費
	
	（直接経費の３割）

	合計
	
	


（経費の積算根拠を簡潔に記載してください。）



（単位：千円）
	令和９年度

	費用種別
	支出金額
	積算根拠

	直接経費
	大項目
	中項目
	
	

	
	物品費
	設備備品費
	
	

	
	
	消耗品費
	
	

	
	人件費・謝金
	人件費
	
	

	
	
	謝金
	
	

	
	旅費
	国内旅費
	
	

	
	
	国外旅費
	
	

	
	その他
	研究開発委託費
	
	※（様式４）－別紙２　に記載

	
	
	調査等委託費
	
	※（様式４）－別紙３　に記載

	
	
	外注費
（雑役務費）
	
	

	
	
	印刷製本費
	
	

	
	
	会議費
	
	

	
	
	通信運搬費
	
	

	
	
	光熱水料
	
	

	
	
	その他諸経費
	
	

	間接経費
	
	

	合計
	
	







	（単位：千円）
	令和10年度

	費用種別
	支出金額
	積算根拠

	直接経費
	大項目
	中項目
	
	

	
	物品費
	設備備品費
	
	

	
	
	消耗品費
	
	

	
	人件費・謝金
	人件費
	
	

	
	
	謝金
	
	

	
	旅費
	国内旅費
	
	

	
	
	国外旅費
	
	

	
	その他
	研究開発委託費
	
	※（様式４）－別紙２　に記載

	
	
	調査等委託費
	
	※（様式４）－別紙３　に記載

	
	
	外注費
（雑役務費）
	
	

	
	
	印刷製本費
	
	

	
	
	会議費
	
	

	
	
	通信運搬費
	
	

	
	
	光熱水料
	
	

	
	
	その他諸経費
	
	

	間接経費
	
	

	合計
	
	







（単位：千円）
	令和11年度

	費用種別
	支出金額
	積算根拠

	直接経費
	大項目
	中項目
	
	

	
	物品費
	設備備品費
	
	

	
	
	消耗品費
	
	

	
	人件費・謝金
	人件費
	
	

	
	
	謝金
	
	

	
	旅費
	国内旅費
	
	

	
	
	国外旅費
	
	

	
	その他
	研究開発委託費
	
	※（様式４）－別紙２　に記載

	
	
	調査等委託費
	
	※（様式４）－別紙３　に記載

	
	
	外注費
（雑役務費）
	
	

	
	
	印刷製本費
	
	

	
	
	会議費
	
	

	
	
	通信運搬費
	
	

	
	
	光熱水料
	
	

	
	
	その他諸経費
	
	

	間接経費
	
	

	合計
	
	







（単位：千円）
	令和12年度

	費用種別
	支出金額
	積算根拠

	直接経費
	大項目
	中項目
	
	

	
	物品費
	設備備品費
	
	

	
	
	消耗品費
	
	

	
	人件費・謝金
	人件費
	
	

	
	
	謝金
	
	

	
	旅費
	国内旅費
	
	

	
	
	国外旅費
	
	

	
	その他
	研究開発委託費
	
	※（様式４）－別紙２　に記載

	
	
	調査等委託費
	
	※（様式４）－別紙３　に記載

	
	
	外注費
（雑役務費）
	
	

	
	
	印刷製本費
	
	

	
	
	会議費
	
	

	
	
	通信運搬費
	
	

	
	
	光熱水料
	
	

	
	
	その他諸経費
	
	

	間接経費
	
	

	合計
	
	



（様式４）－別紙２

所要経費（研究開発委託費内訳）

[bookmark: _Hlk216714612]（単位：千円）
	委託先機関名：協力機関Ｂ

	年度
	金額
	実施内容

	令和８年度
	
	（様式２）及び（様式３）の内容との整合性に留意して、委託内容をできるだけ具体的に記載してください。

	令和９年度
	
	

	令和10年度
	
	

	令和11年度
	
	

	令和12年度
	
	



（単位：千円）
	委託先機関名：協力機関Ｃ

	年度
	金額
	実施内容

	令和８年度
	
	

	令和９年度
	
	

	令和10年度
	
	

	令和11年度
	
	

	令和12年度
	
	



※必要に応じて枠を追加してください。


（様式４）－別紙３

所要経費（調査等委託費内訳）

（単位：千円）
	委託先機関名：協力機関Ｂ

	年度
	金額
	実施内容

	令和８年度
	
	（様式２）及び（様式３）の内容との整合性に留意して、委託内容をできるだけ具体的に記載してください。

	令和９年度
	
	

	令和10年度
	
	

	令和11年度
	
	

	令和12年度
	
	



（単位：千円）
	委託先機関名：協力機関Ｃ

	年度
	金額
	実施内容

	令和８年度
	
	

	令和９年度
	
	

	令和10年度
	
	

	令和11年度
	
	

	令和12年度
	
	



※必要に応じて枠を追加してください。


（様式５）
研究者情報
（研究開発課題責任者について２ページ程度で作成してください。）
	１．研究者情報（研究開発課題責任者）

	氏名
	

	機関名
	

	  研究歴
	最終学歴
	 　西暦　　年　【例】○○大学大学院○○研究科　修了

	
	学位
	   西暦　　年　博士号（　　　学）取得（　　　大学）

	
	主な職歴と
研究内容
	【例】
○○年～○○年　○○大学○○学部研究員
　○○に関する研究に従事
○○年～○○年　○○大学○○学部准教授
　○○について研究
○○年～○○年　○○大学○○学部教授
　○○について研究

	１年間の全研究時間数
	  平均　毎月　　時間×　　か月

	他制度での助成等の
有無
（申請中も含む）※

各制度の
事業等に
割り当てる
研究時間
割合(％)
	本事業
	・次世代計算科学グランドリーチプログラム
	％

	
	各省の
競争的研究費
	【科学研究費補助金、厚生科学研究費補助金等】
（制度名、研究期間、助成金額、課題名について、記入してください。また、本事業との仕分け、関連性について簡単に記入してください）
	％

	
	
	
	

	
	独立行政法人等による
競争的研究費
	【日本学術振興機構、NEDO、農業・生物系特定産業技術研究機構、医薬品機構、情報通信研究機構、鉄道建設・運輸施設整備支援機構、JST等】
（制度名、研究期間、助成金額、課題名について、記入してください。また、本事業との仕分け、関連性について簡単に記入してください）
	％

	
	公募型の
外部資金
	【研究者が公募による競争的な環境から獲得することができる外部資金のうち、年間 1,000 万円以上の研究助成を受ける場合について】
（制度名、研究期間、助成金額、課題名について、記入してください。また、本事業との仕分け、関連性について簡単に記入してください）
	％

	
	その他の
外部資金
	【上記の他、外部資金による研究開発等のうち、年間 1,000 万円以上の事業規模のもの】
（制度名、研究期間、助成金額、課題名について、記入して下さい。また、本事業との仕分け、関連性について簡単に記入してください）

	％

	
	経常的研究 等
	（主な研究内容等について簡単に記入してください）
	％

	論文・
著書等
	論文
	網羅的に記載するのではなく、本調査研究に関連するもので、主要なものを５件程度で記載してください。
また、当該研究業績を同定するに十分な情報を記載してください。
（論文名、著者名、掲載誌名、巻号や頁等、発表年（西暦）、著書の場合はその書誌情報、など。）
既に掲載されているもの又は掲載が確定しているもののみ記載してください。

	
	著書
	同上です。

	
	学協会誌等
	同上です。

	知的財産
	特許
	（取得済の国内・国外特許件数を記入してください（出願中の件数は内数として括弧内に記入してください）） 国内特許：○件（○件） 国外特許：○件（○件）
（また、主要な特許について、出願・広告等の日付、発明の名称、発明者氏名、出願人名、国名、特許等の番号・種類等を記載してください）

	
	その他
知的財産
	（その他、取得済の知的財産があれば、記載してください）


	研究代表者の情報
	（研究開発代表者情報を収載しているホームページ（研究室ホームページ、
researchmapページ等）があればURLを記載してください）


	その他特記すべき活動歴
	（関連した分野における調査研究・研究開発プロジェクトへの参画実績及びその成果等、特記事項があれば入力してください。）


※既に応募している競争的研究費制度のみならず、現在、応募しようとしている競争的研究費制度についても、幅広く記述してください（「応募中」、「申請中」の場合にはその旨を記入してください）。




（研究開発課題責任者以外で本課題において中心的な役割を果たす参画者について本課題に関連する成果があれば、３ページ程度で作成してください。）
	２. 本課題に関連する分野におけるこれまでの成果（研究開発課題責任者以外）

	論文・
著書等
	論文
	網羅的に記載するのではなく、本調査研究に関連するもので、主要なものを記載してください。
また、当該研究業績を同定するに十分な情報を記載してください。
（論文名、著者名、掲載誌名、巻号や頁等、発表年（西暦）、著書の場合はその書誌情報、など。）
既に掲載されているもの又は掲載が確定しているもののみ記載してください。

	
	著書
	同上です。

	
	学協会誌等
	同上です。

	知的財産
	特許
	（取得済の国内・国外特許件数を記入してください（出願中の件数は内数として括弧内に記入してください）） 国内特許：○件（○件） 国外特許：○件（○件）
（また、主要な特許について、出願・広告等の日付、発明の名称、発明者氏名、出願人名、国名、特許等の番号・種類等を記載してください）

	
	その他
知的財産
	（その他、取得済の知的財産があれば、記載してください）


	研究者の情報
	（研究者情報を収載しているホームページ（研究室ホームページ、
researchmapページ等）があればURLを記載してください）


	その他特記すべき活動歴
	（関連した分野における調査研究・研究開発プロジェクトへの参画実績及びその成果等、特記事項があれば入力してください。）





（様式６）
用語の説明書

本申請書類で記載している専門用語及び略語のうち、特に必要と思われるものについて、簡単な解説を記入してください。
なお、用語の説明書はより的確な審査を目的としたもので提出を義務付けるものではありません。また、記載形式は自由です。



（別添）
申請書類チェックシート

申請書類について欠落がないかチェックの上、本チェックシートについても提出してください。なお、提出方法は、公募要領の「４．申請の方法」を参照してください。

	代表機関名
	（代表機関名を記入）

	申請課題名
	○○○○（課題名を記入）



	申請書類
	提出要否※
	備考

	□
	様式１
	申請書
	○
	

	□
	様式１－別紙１
	申請書別紙１
	△
	協力機関がない場合は提出不要

	□
	様式１－別紙２
	申請書別紙２
	△
	連携機関がない場合は提出不要

	□
	様式１－別紙３
	申請書別紙３
	○
	

	□
	様式１－別紙４
	申請書別紙４
	△
	協力機関がない場合は提出不要

	□
	様式１－別紙５
	申請書別紙５
	△
	連携機関がない場合は提出不要

	□
	様式２
	実施計画
	○
	

	□
	様式３
	年次計画
	○
	

	□
	様式４
	所要経費（全体計画）
	○
	

	□
	様式４－別紙１
	所要経費（積算内訳）
	○
	

	□
	様式４－別紙２
	所要経費（研究開発等委託費内訳）
	△
	研究開発等委託費の計上がない場合は提出不要

	□
	様式４－別紙３
	所要経費（調査等委託費内訳）
	△
	調査等委託費の計上がない場合は提出不要

	□
	様式５
	研究者情報
	○
	

	□
	様式６
	用語の説明書
	△
	任意作成

	□
	申請書類チェックシート
	○
	



（※）○：提出が必要　△：必要に応じて提出
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